[bookmark: _e9fb2i3cvhyj]スキンダイビング参加申込書

スキンダイビング事業者　　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と、スキンダイビングへの参加を希望する者　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、甲が主催又は運営するスキンダイビングプログラム（以下「本プログラム」という。）への参加について、次のとおり申込み及び確認を行う。

[bookmark: _43s3oq1636of]第1条（目的）
本申込書は、乙が本プログラムに参加するにあたり、参加者情報、健康状態、参加資格、活動内容、安全管理、事故発生時の対応、参加料金、キャンセル条件その他必要な事項を明確にし、甲乙双方の権利義務及び責任範囲を確認するとともに、本プログラムの安全かつ円滑な実施を図ることを目的とする。

[bookmark: _xoi2cq9dx7yz]第2条（スキンダイビングの定義）
1. 本申込書における「スキンダイビング」とは、主としてマスク、スノーケル及びフィン等を使用し、圧縮空気を供給する潜水器具を使用せず、息こらえによって水中へ潜降し、水中観察その他の活動を行うものをいう。
2. 本プログラムには、甲が事前に定める範囲において、水面での練習、潜降練習、呼吸及び耳抜きの確認、水中観察その他の関連活動が含まれる場合がある。
3. 本プログラムは、スクーバダイビング、専門的な競技フリーダイビング又は医療上の治療行為を目的とするものではない。ただし、別途明示された内容がある場合は、その定めによる。

[bookmark: _toibypnfk2aq]第3条（参加プログラムの内容）
乙が申し込む本プログラムの内容は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	プログラム名称
	

	開催事業者名
	

	開催日
	年　　　月　　　日

	開催場所
	

	集合場所
	

	集合時間
	時　　　分

	開始予定時間
	時　　　分

	終了予定時間
	時　　　分

	参加コース
	□ 初心者体験　□ 基礎講習　□ ファンダイビング　□ その他（　　　　　）

	実施環境
	□ 海　□ プール　□ その他（　　　　　）

	参加人数
	名

	担当インストラクター
	

	その他
	


2. 開催日時、活動場所、潜降可能な範囲、実施内容その他の条件については、天候、海況、参加者の技術水準及び安全管理上の必要性に応じて変更される場合がある。
3. 甲は、前項の変更が生じた場合、可能な限り速やかに乙へ通知し、変更内容及び参加料金等への影響について説明するものとする。

[bookmark: _c0ea6e3e3hqo]第4条（参加者情報）
乙は、本プログラムへの参加にあたり、次の情報を正確に申告するものとする。
	項目
	内容

	氏名
	

	フリガナ
	

	生年月日
	年　　　月　　　日

	年齢
	歳

	性別（任意）
	

	住所
	

	電話番号
	

	メールアドレス
	

	緊急連絡先氏名
	

	緊急連絡先電話番号
	

	緊急連絡先との続柄
	


2. 乙は、申込内容に変更が生じた場合、速やかに甲へ届け出るものとする。
3. 甲は、参加資格の確認、安全管理又は緊急対応のため合理的に必要な範囲で、追加情報の提出を求めることができる。

[bookmark: _6wzgmi4ykph5]第5条（参加資格及び経験）
1. 乙は、甲が事前に提示する年齢、泳力、健康状態、経験その他の参加条件を満たしていることを確認する。
2. 乙は、自己の泳力及びスキンダイビング経験について、次のとおり申告する。
	確認項目
	申告内容

	水泳経験
	□ あり　□ なし

	泳力
	□ 25m以上泳げる　□ 25m未満　□ 泳げない

	水への慣れ
	□ 慣れている　□ やや不安がある　□ 強い不安がある

	スノーケリング経験
	□ あり　□ なし

	スキンダイビング経験
	□ あり　□ なし

	スクーバダイビング経験
	□ あり　□ なし

	耳抜きの経験
	□ 問題なくできる　□ 不安がある　□ 未経験

	過去の最大潜降深度（任意）
	約　　　　　m

	関連資格・講習受講歴
	


3. 甲は、乙の経験、泳力及び技術水準を確認し、安全上必要と認める場合には、参加可能な活動範囲、潜降深度又は実施内容を制限することができる。
4. 乙は、自己の経験又は技術を実際より高く申告してはならない。

[bookmark: _b5o56t7c9eft]第6条（健康状態の申告）
1. 乙は、本プログラムへの参加にあたり、自身の健康状態が水中活動に影響する可能性があることを理解し、健康状態及び既往歴について正確に申告するものとする。
2. 乙は、次の事項について該当の有無を申告する。
	健康確認項目
	回答

	心臓又は循環器系の疾患
	□ あり　□ なし

	喘息その他の呼吸器系疾患
	□ あり　□ なし

	てんかん、意識消失又は失神の既往
	□ あり　□ なし

	耳、鼻又は副鼻腔の疾患
	□ あり　□ なし

	高血圧その他の慢性疾患
	□ あり　□ なし

	過去の潜水事故又は潜水に伴う障害
	□ あり　□ なし

	現在治療中の疾病又は負傷
	□ あり　□ なし

	現在服用中の薬
	□ あり　□ なし

	妊娠中又は妊娠の可能性（該当者のみ）
	□ あり　□ なし　□ 回答を控える

	その他、活動に影響する健康上の事情
	□ あり　□ なし


3. 前項において「あり」と回答した事項について、乙は、安全管理上必要な範囲で甲に詳細を申告するものとする。
詳細：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
4. 甲は、乙の健康状態により安全な参加が困難となるおそれがある場合、参加前に潜水活動に関する医学的知見を有する医師の評価又は参加可否に関する確認を求めることができる。
5. 乙は、申込時点で健康上の問題が認められない場合であっても、当日に発熱、強い疲労、体調不良、耳抜きの不調その他の異常がある場合には、速やかに甲へ申告するものとする。
6. 本申込書における健康状態の申告は、医師による診断又は潜水適性の医学的評価に代わるものではない。

[bookmark: _w4oy74qadyaa]第7条（スキンダイビングに伴う危険）
1. 乙は、スキンダイビングが自然環境又は水中環境で行われる活動であり、一定の危険を伴うことを理解する。
2. 本プログラムにおいて想定される主な危険には、次の事項が含まれる。
1. 息こらえに伴う低酸素状態、意識消失及び溺水
2. 耳抜きの不調による耳又は副鼻腔の圧外傷
3. 潜降及び浮上に伴う身体的負担
4. 波浪、潮流、風及び視界不良による危険
5. 岩礁、海底、船舶その他の障害物との接触
6. 海洋生物との接触による負傷
7. 低体温、熱中症、脱水及び疲労
8. 器材の不具合又は誤使用による事故
9. その他、水中活動に伴う予測困難な危険
3. 乙は、潜降深度が浅い場合であっても、息こらえによる意識消失その他の重大事故が発生する可能性があることを理解する。
4. 甲は、前各項の危険について事前説明を行い、実施環境及び参加者の技術水準に応じた合理的な安全管理措置を講じるものとする。

[bookmark: _uv7xu95rgr6r]第8条（安全管理及び参加者の遵守事項）
1. 甲は、本プログラムの実施に際し、参加人数、指導体制、海況、気象条件、緊急連絡手段及び救助体制等を考慮し、安全確保に努めるものとする。
2. 乙は、甲又は担当インストラクターによる安全説明及び指示に従うものとする。
3. 乙は、次の事項を遵守する。
1. 指定された活動区域及び潜降範囲を超えないこと。
2. 単独で潜降せず、甲が指定する監視・バディ体制に従うこと。
3. 無理な息こらえ又は潜降を行わないこと。
4. 潜降前に過度な深呼吸や意図的な過換気を行わないこと。
5. 体調不良、耳抜きの不調、疲労又は異常を感じた場合、直ちに活動を中止して申告すること。
6. インストラクターの許可なく危険な潜降又は水中行動を行わないこと。
7. 他の参加者の安全を妨げる行為を行わないこと。
8. その他、甲が事前に説明した安全上の注意事項を遵守すること。
4. 甲は、安全確保のため必要と認める場合、乙の潜降深度、潜降時間、活動範囲又は参加内容を制限することができる。
5. 甲は、乙の健康状態、技術水準又は行動に重大な危険が認められる場合、本プログラムへの参加を中断又は中止させることができる。

[bookmark: _x9frj87mwclc]第9条（器材の使用及び管理）
1. 本プログラムにおいて使用する器材及びその準備方法は、次のとおりとする。
	器材
	準備方法

	マスク
	□ 持参　□ レンタル　□ 使用なし

	スノーケル
	□ 持参　□ レンタル　□ 使用なし

	フィン
	□ 持参　□ レンタル　□ 使用なし

	ウェットスーツ
	□ 持参　□ レンタル　□ 使用なし

	ウェイト
	□ 持参　□ レンタル　□ 使用なし

	浮力補助具
	□ 持参　□ レンタル　□ 使用なし

	その他
	


2. 甲は、貸与する器材について、通常必要とされる点検及び管理を行うものとする。
3. 乙は、器材の使用方法について説明を受け、適切に使用するものとする。
4. 乙は、器材に破損、不具合又は異常を発見した場合、直ちに甲へ申告し、使用を中止するものとする。
5. 乙の故意又は過失により貸与器材が破損又は紛失した場合、その賠償責任の有無及び範囲は、具体的な事情及び関係法令に基づき判断するものとする。
6. ウェイトその他安全上の取扱いに注意を要する器材については、甲の指導及び管理の下で使用するものとする。

[bookmark: _pdkgzdl6g08b]第10条（参加料金及び支払条件）
1. 本プログラムの参加料金及び支払条件は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	基本参加料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	器材レンタル料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	その他追加料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	合計金額
	金　　　　　　　　　円（税込）

	支払方法
	□ 現金　□ 銀行振込　□ クレジットカード　□ その他（　　　　　）

	支払期限
	年　　　月　　　日

	料金に含まれるもの
	

	料金に含まれないもの
	


2. 甲は、参加料金に含まれるサービス及び追加料金が発生する条件について、申込み前に乙へ明示するものとする。
3. 交通費、宿泊費、食費その他個人的な費用については、別途合意がある場合を除き、乙の負担とする。
4. 甲は、乙の事前承諾なく、申込時に合意した参加料金を一方的に増額しないものとする。

[bookmark: _d58k0wc4o74l]第11条（キャンセル及び返金）
1. 乙は、参加申込み後に本プログラムへの参加を取り消す場合、甲が指定する方法により速やかに連絡するものとする。
2. キャンセル料については、次の条件を適用する。
	キャンセル時期
	キャンセル料

	開催日の　　　日前まで
	無料

	開催日の　　　日前から　　　日前まで
	参加料金の　　　％

	開催日の前日
	参加料金の　　　％

	開催日当日
	参加料金の　　　％

	無連絡不参加
	参加料金の　　　％


3. 前項のキャンセル料は、申込時に乙へ明示された条件に基づくものとし、消費者契約法その他関係法令に反する部分については適用しない。
4. 乙の疾病、負傷その他やむを得ない事情によるキャンセルについては、甲が事前に定めた条件及び個別の事情を踏まえて取り扱うものとする。
5. 甲の責めに帰すべき事由により本プログラムが実施されなかった場合、甲は、関係法令及び契約内容に従い、返金その他必要な対応を行うものとする。

[bookmark: _va8xt452n4th]第12条（天候・海況による変更及び中止）
1. 甲は、強風、高波、潮流、雷、視界不良、気象警報その他安全な実施が困難となる事情がある場合、本プログラムの内容変更、延期又は中止を決定することができる。
2. 甲は、前項の判断に際し、気象情報、海況、現地状況及び参加者の安全を総合的に考慮するものとする。
3. 本プログラムの開始後であっても、安全上の危険が生じた場合、甲は活動を中断又は終了することができる。
4. 天候又は海況を理由とする中止、延期若しくは内容変更に伴う返金及び追加費用の取扱いは、事前に乙へ明示された条件及び関係法令に従うものとする。
5. 甲は、安全上の理由による変更又は中止について、可能な限り速やかに乙へ説明するものとする。

[bookmark: _wen5mefqbi63]第13条（緊急時の対応）
1. 本プログラム中に乙の急病、負傷、意識障害、溺水その他の事故が発生した場合、甲は、状況に応じて救助活動、応急措置、救急要請及び医療機関への連絡等、必要かつ合理的な対応を行うものとする。
2. 甲は、緊急事態が発生した場合、可能な限り速やかに乙が指定した緊急連絡先へ連絡するものとする。
3. 乙は、緊急時に必要な範囲で、甲が救急隊又は医療機関に対して健康状態、既往歴、服薬情報及び事故状況等を提供する場合があることを確認する。
4. 医療行為の実施及び医療上の同意については、関係法令及び医療機関の判断に従うものとし、本申込書のみをもってあらゆる医療行為への包括的な同意が成立するものではない。
5. 医療費、救急搬送費その他緊急対応に伴う費用については、事故原因、甲乙の責任及び関係法令等を踏まえて負担を決定するものとする。

[bookmark: _7qire57p3cwp]第14条（事故及び損害賠償責任）
1. 甲は、本プログラムの主催者又は運営者として、指導体制、器材、活動環境及び緊急対応体制等について、合理的な安全確保措置を講じるものとする。
2. 甲の故意又は過失により乙に損害が生じた場合、甲は、関係法令に従い、その責任に応じて損害を賠償するものとする。
3. 乙の故意又は過失により甲又は第三者に損害が生じた場合、乙は、関係法令に従い、その責任に応じて損害を賠償するものとする。
4. 天候、海況、第三者の行為その他の事情により損害が生じた場合、その責任の有無及び範囲は、事故の具体的な状況及び関係法令に基づき判断するものとする。
5. 本申込書のいかなる規定も、甲の故意又は重大な過失による責任を免除し、又は法令上認められない範囲で甲の損害賠償責任を制限するものではない。
6. 事故又は損害が発生した場合、甲乙は、事実関係の確認及び必要な対応について誠実に協力するものとする。

[bookmark: _3od00blzfewp]第15条（保険の取扱い）
1. 本プログラムに関する保険加入状況及び補償内容は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	事業者による保険加入
	□ あり　□ なし

	保険の種類
	

	保険会社名
	

	補償対象
	

	主な補償内容
	

	補償限度額
	

	主な補償対象外事項
	

	個人保険加入の必要性
	□ 必要　□ 推奨　□ 任意

	保険に関する問い合わせ先
	


2. 甲が保険に加入している場合であっても、すべての事故、負傷、疾病又は損害が補償されるものではないことを乙は確認する。
3. 保険金の支払可否及び補償範囲は、当該保険契約の約款及び保険会社の判断によるものとする。
4. 保険加入の有無は、甲又は乙の法令上の損害賠償責任の有無に影響するものではない。

[bookmark: _bmo8ai6eb195]第16条（写真及び動画の撮影・利用）
1. 甲は、本プログラムの記録、安全管理、参加者への写真提供又は広報活動等を目的として、写真及び動画を撮影する場合がある。
2. 乙の肖像が識別できる写真又は動画を広告、公式サイト、SNSその他の媒体で公開する場合、甲は、利用目的及び範囲を事前に説明し、必要な同意を取得するものとする。
3. 乙は、次の事項について同意の有無を選択する。
	利用項目
	同意の有無

	プログラム記録用の撮影
	□ 同意する　□ 同意しない

	公式サイトへの写真掲載
	□ 同意する　□ 同意しない

	公式SNSへの写真掲載
	□ 同意する　□ 同意しない

	公式SNSへの動画掲載
	□ 同意する　□ 同意しない

	広告・宣伝素材としての利用
	□ 同意する　□ 同意しない


4. 前項の同意は、乙の肖像その他人格的利益に関する権利を甲へ譲渡するものではない。
5. 乙が広報目的の肖像利用に同意しない場合、甲は、合理的な範囲で撮影方法の調整その他必要な配慮を行うものとする。
6. 乙から肖像利用に関する同意の撤回又は掲載停止の申出があった場合、甲は、関係法令、利用状況及び第三者の権利等を踏まえて合理的な範囲で対応するものとする。

[bookmark: _8gkd39rke89r]第17条（個人情報の取扱い）
1. 甲は、本プログラムの申込受付、本人確認、参加資格審査、安全管理、緊急連絡、料金精算及びサービス提供等に必要な範囲で乙の個人情報を取得し、利用するものとする。
2. 甲は、取得した個人情報について、個人情報の保護に関する法律その他関係法令に従い、適切な安全管理措置を講じるものとする。
3. 健康状態、既往歴、服薬情報その他慎重な取扱いを要する情報については、安全管理上必要な範囲に限定して取得し、適切に管理するものとする。
4. 甲は、法令に基づく場合その他法令上認められる場合を除き、本人の必要な同意を得ることなく、個人情報を第三者へ提供しないものとする。
5. 個人情報の保存期間、開示等の請求方法、問い合わせ窓口その他の事項については、甲が別途定める個人情報保護方針等によるものとする。

[bookmark: _wwn9dqwsxxxf]第18条（禁止事項）
乙は、本プログラムへの参加に際し、次の各号に掲げる行為を行ってはならない。
1. 飲酒又は薬物等の影響により、安全な活動が困難な状態で参加する行為
2. インストラクターの安全上の指示に正当な理由なく従わない行為
3. 許可なく指定区域外へ移動し、又は単独で潜降する行為
4. 自己の技術水準を超える危険な潜降を行う行為
5. 他の参加者又はスタッフに危険を及ぼす行為
6. 海洋生物又は自然環境を故意に損傷する行為
7. 器材を危険な方法で使用する行為
8. 他の参加者のプライバシー又は肖像権を侵害する行為
9. その他、関係法令又は甲が事前に明示した安全規則に違反する行為

[bookmark: _ovgazws6seq5]第19条（未成年者の参加）
1. 乙が未成年者である場合、本プログラムへの参加には、親権者その他の法定代理人による同意を必要とする。
2. 法定代理人は、本プログラムの内容、参加条件、危険性、安全管理及び緊急時の対応について確認したうえで、参加への同意を行うものとする。
3. 未成年者の参加について、甲が保護者の付き添いその他の条件を定めている場合、乙及び法定代理人は当該条件に従うものとする。
4. 甲は、未成年者の年齢、泳力、経験及び健康状態を考慮し、安全上必要な活動制限を設けることができる。
5. 法定代理人の同意は、甲が負うべき安全配慮義務その他の法的責任を免除するものではない。

[bookmark: _3kpkpcf0d02q]第20条（参加申込みの成立及び取消し）
1. 乙は、本申込書の必要事項を記入し、甲が指定する方法により提出することで、本プログラムへの参加を申し込むものとする。
2. 参加契約は、甲が乙の申込みを承諾し、その旨を乙に通知した時点で成立するものとする。ただし、甲乙間で別途成立条件を明示した場合は、その条件による。
3. 甲は、乙が参加資格を満たさない場合、健康状態に重大な懸念がある場合、虚偽の申告が認められる場合その他安全な実施が困難と合理的に判断される場合、申込みを承諾しないことができる。
4. 契約成立後の参加取消しについては、取消しの理由、事前に明示された条件及び関係法令に従って取り扱うものとする。
5. 甲は、参加を承諾しない場合又は参加を取り消す場合、可能な限りその理由を乙へ説明するものとする。

[bookmark: _ojrgqgb9zcdh]第21条（申告内容の変更及び再確認）
1. 乙は、申込後に健康状態、服薬状況、緊急連絡先その他安全管理上重要な情報に変更が生じた場合、速やかに甲へ通知するものとする。
2. 甲は、必要に応じて本プログラムの開始前に健康状態、泳力、参加意思及び安全上の注意事項について再確認を行うことができる。
3. 乙は、参加当日に健康上の異常又は不安がある場合、活動開始前にその旨を申告するものとする。
4. 甲は、再確認の結果、安全上の懸念が認められる場合、参加内容の変更、延期又は中止を求めることができる。

[bookmark: _qihd9qlefxzo]第22条（協議事項）
1. 本申込書に定めのない事項又は本申込書の解釈について疑義が生じた場合、甲乙は、相互の権利利益及び参加者の安全に配慮し、誠意をもって協議するものとする。
2. 本申込書と甲が別途提示する参加規約、プログラム案内その他の条件との間に矛盾がある場合、関係法令に反しない範囲で、甲乙が個別に合意した内容を優先するものとする。

[bookmark: _1bdburoalmf]第23条（準拠法及び紛争解決）
1. 本申込書に基づく参加契約の成立、効力、解釈及び履行については、日本法を準拠法とする。
2. 本プログラムに関連して紛争が生じた場合、甲乙は、まず誠実な協議による解決に努めるものとする。
3. 協議によって解決しない場合は、民事訴訟法その他関係法令に従い、管轄権を有する裁判所において解決するものとする。

[bookmark: _75laxvb0z796]第24条（最終確認及び参加申込み）
乙は、本申込書及び甲が事前に提示した参加条件について説明を受け、又は自ら確認したうえで、次の事項を確認する。
□ 本プログラムの開催日時、場所及び活動内容を確認しました。
□ 参加資格及び必要な泳力・経験について確認しました。
□ 健康状態及び既往歴について正確に申告しました。
□ スキンダイビングに伴う危険性を理解しました。
□ 息こらえによる意識消失及び溺水の危険性について説明を受けました。
□ 安全管理体制及びインストラクターの指示に従うことを確認しました。
□ 器材の使用方法及び管理上の注意事項を確認しました。
□ 参加料金、支払条件及びキャンセル条件を確認しました。
□ 天候及び海況による変更・中止条件を確認しました。
□ 緊急時の救助及び医療機関への連絡について確認しました。
□ 保険加入の有無及び補償内容を確認しました。
□ 写真及び動画の利用について、第16条の各項目に意思を表示しました。
□ 個人情報の利用目的及び取扱いについて確認しました。
□ 未成年者の場合、法定代理人の同意を取得しました。
□ 本申込書の内容を理解し、自らの意思により参加を申し込みます。

[bookmark: _88vmhk7s2wtl]
[bookmark: _u2bspd891ywg]
[bookmark: _ib4m6kvqit76]
[bookmark: _lczppgc3kl12]
[bookmark: _n1w2mh2jfmwm]
[bookmark: _fmjusm2k5eqg]
[bookmark: _bfsxhvwbcqgm]署名欄
乙は、本申込書の内容を確認し、必要事項を正確に申告したうえで、本プログラムへの参加を申し込む。

申込日：　　　　年　　　月　　　日

甲（スキンダイビング事業者）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

担当者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乙（参加申込者）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

生年月日：　　　　年　　　月　　　日

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

親権者・法定代理人（未成年者の場合）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

参加者との続柄：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

緊急連絡先

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

参加者との続柄：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業者記入欄
	項目
	内容

	申込受付日
	年　　　月　　　日

	申込受付番号
	

	参加資格確認
	□ 済　□ 未

	健康状態確認
	□ 済　□ 要追加確認

	医師による評価の要否
	□ 不要　□ 要確認

	参加料金入金確認
	□ 済　□ 未

	参加申込承諾
	□ 承諾　□ 保留　□ 不承諾

	承諾通知日
	年　　　月　　　日

	担当者
	

	備考
	



